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さらに最近では、AIを活用した画像認識
による現地の異常や災害発生箇所の把握
について取り組んでいます。

すごい、AIですか！見えない部分でも
進化しているんですね。







省エネ効果の大きい
LED照明への更新を
進めています



移動型衛星通信設備
(Car-SAT)
ヘリサットの装置を車載
したもので、走行しなが
らの映像伝送が可能とな
ります。今後の導入を検
討しています。

ヘリコプタに搭載したカメラで撮影した映像
を衛星経由で伝送することで、被災地の状況
を途切れること無く、安定的に対策本部など
へ配信するシステムです。

ヘリコプタ搭載型衛星通信装置（ヘリサット）



i-RAS
（5GHz帯無線
アクセスシステム）

アンテナの対向通信で約
30km程度離れた地点から、
映像や音声の配信を可能と
する装置です。現地対策拠
点に執務室と同様の環境を
構築できます。

公共BB
(公共ブロードバンド
移動通信システム)

約5km程度の範囲を移動
しながら映像や音声を伝
送可能な装置です。障害
物による遮蔽等に強いた
め、車両での移動が困難
な災害現場において移動
しながらの映像伝送が可
能です。

衛星通信装置を搭
載した車両で、災
害現場の映像を送
受信したり、通信
を確保したり、災
害現場の状況把握
に利用します。

持ち運びできる衛星小型画像
伝送装置で、災害現場において
衛星回線を用いて映像を伝送す
ることができます。

衛星通信車



道路や河川のカメラ
映像や雨量・水位な
どの情報や市町村の
被害情報を収集・把
握し、内閣府や自治
体へ提供し、共有し
ます。
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これはデジタル移動通信システムといいます。
これも多重無線と連携しているため、携帯電話の
ように災害時に使えなくなる可能性が低く、普段
の河川や道路の管理はもちろん、災害時には移動
性を発揮して災害情報の収集や通報、指揮連絡な
どに役立てています。



 



2019年6月版


